
液体クロマトグラフィー 
AKTAシステム 種々のイオン交換体 

R+A- + B- ⇆ R+ B- + A- !

R+ = 陰イオン交換体 �

pHや塩濃度を変化!
させることで調節�

Table 6-2  Some Biochemically Useful Ion 
Exchangers. 
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ゲル濾過クロマトグラフィー 
VX(ビーズ容積）�

VO(ボイド容量）�

VT,（ベッド容量）＝ VO +VX! ブルーデキストラン＝!
VOのマーカー!
�

（分子量の推定や脱塩も行える）�

よく使われるゲル濾過剤 
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Strucures of Proteins 



Primary structure of bovine insulin. 
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1ZEH：ヒト 
四量体結晶構造

（１９５３年Frederik Sangerにより初めて配列決定される）
1958年にノーベル化学賞受賞

配列決定に、10年以上の年月と 
１００ｇの蛋白質を必要とした。

 The reaction of dansyl chloride in end group analysis. 
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 The Edman degradation. 
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5 タンパク質のアミノ酸配列決定�

プロテアーゼは活性構造から次の４群に分類されます。

! アスパルティックプロテイナーゼ
　活性中心にアスパラギン酸残基とアスパラギン酸のカルボン酸イオンが関与し、
ペプシン、Aspergillus niger 起源の酸性プロテアーゼ （オリエンターゼ 20A） など
があります。
! 金属プロテイナーゼ
　金属が触媒作用に関連しているプロテイナーゼで、Bacillus subtilis 起源の中性
プロテアーゼ （オリエンターゼ 90N）、Aspergillus oryzae 起源の中性プロテアー
ゼ （オリエンターゼ ONS） などがあります。
! セリンプロテイナーゼ
　活性中心にセリン残基をもつプロテイナーゼでトリプシン、キモトリプシン、
Bacillus subtilis 起源のアルカリ性プロテアーゼ （オリエンターゼ 22BF） などがあ
ります。
! チオールプロテイナーゼ
　活性中心にSH基をもつプロテイナーゼで、パパイン、フィシン、ブロメラインなどが
あります。

　プロテアーゼはいずれも特有の作用最適pHを有しますので、実用的な見地から
酸性プロテーゼ、中性プロテアーゼ、アルカリ性プロテアーゼに分類されます。

Specificities of Various Endopeptidases. 
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